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Ⅲ お わ り に
今回我々は診断と治療に苦慮した，CD7陽性
幹細胞性白血病／リンパ腫に対する移植例を経
験した。診断に苦慮し，治療を継続したが難治
性であった。適切な症例の蓄積による病態の解
明が必要であり，治療としては同種移植を考慮
すべきと考えられた。
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